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わ
が
国
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題
に
端
を
発
し
た
昨

今
の
輸
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
と
円
安
に

よ
り
、
長
ら
く
安
泰
で
あ
っ
た
わ
が
国
の
貿
易

収
支
も
悪
化
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、

ロ
シ
ア
か
ら
の
天
然
ガ
ス
の
輸
入
が
減
少
し
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
先
般
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
の
講
演
を
聞
く
機
会

が
あ
っ
た
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
大
き
な
問
題

と
は
な
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と

い
う
の
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん

で
お
り
、
す
で
に
国
内
の
電
気
・
熱
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
の
相
当
部
分
を
風
力
発
電
と
バ
イ
オ

の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
賄
っ
て
い

る
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。デ
ン
マ
ー
ク
は
、

北
海
の
油
田
・
ガ
ス
田
の
権
利
を
持
つ
産
油
国

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
１
１
年
に
超

党
派
で「
Ｏ
ｕ
ｒ 

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ 

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
」

と
い
う
国
策
を
定
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
邁
進
し
て
き
て
い
る
。

実
は
、
わ
が
国
に
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
莫
大
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。
日
本
風
力

発
電
協
会
の
推
定
に
よ
る
と
洋
上
風
力
発
電
だ

け
で
も
、
着
床
式
１
億
２
８
０
０
万
㎾
、
浮
体

式
４
億
２
４
０
０
万
㎾
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ

る
。
合
計
で
５
億
㎾
以
上
で
あ
り
、
こ
れ
に
陸

上
風
力
発
電
や
こ
れ
も
ま
た
膨
大
な
太
陽
光
発

電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
さ
ら
に
加
わ
る
こ
と
に

な
る
。
わ
が
国
は
、
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
季

節
風
も
強
い
こ
と
か
ら
、
実
は
、
世
界
的
に
も

有
数
の
風
力
発
電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
現
在
の
10
電
力
会
社
の
持
っ
て

い
る
す
べ
て
の
発
電
施
設
の
合
計
が
２
億
㎾
程

度
で
あ
る
の
で
、
い
か
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大

き
い
か
理
解
で
き
る
。
特
に
、
わ
が
国
周
辺
海

域
で
は
す
ぐ
に
水
深
が
深
く
な
る
の
で
、
浮
体

式
風
力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
い
。

わ
が
国
と
同
様
に
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
英
国

で
も
洋
上
風
力
発
電
が
急
速
に
開
発
さ
れ
て
い

る
。
今
年
（
２
０
２
２
年
）
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
沖
の
洋
上
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公
募

で
は
、
合
計
２
５
０
０
万
㎾
、
浮
体
式
風
力
発

電
だ
け
で
１
５
０
０
万
㎾
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

採
択
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
は
、
浮
体
式
風
力
発

電
と
い
う
と
、
ま
だ
ま
だ
先
の
技
術
と
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
英
国
で
は
全
く
認

識
が
異
な
る
。
浮
体
式
風
力
発
電
で
用
い
ら
れ

て
い
る
「
浮
体
」
は
実
は
、
オ
イ
ル
・
ガ
ス
の

世
界
で
早
く
か
ら
オ
イ
ル
リ
グ
の
浮
体
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
実
用
化
さ
れ
て
き
た
と
い

う
歴
史
が
あ
る
。
北
海
油
田
で
は
、
当
初
は
、

海
底
か
ら
や
ぐ
ら
を
立
ち
上
げ
る
着
床
式
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
っ
た
も
の
を
、
浮
体
式
に

切
り
替
え
る
こ
と
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し

て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
着
床
式
は
、
海

底
地
形
や
水
深
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
浮
体
式
の
浮
体
は
規
格

品
で
量
産
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
浮
体
式
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
風
車
を
乗
せ
て
、
ア
ン

カ
ー
で
海
底
に
固
定
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

方
が
、
工
事
も
港
で
完
結
す
る
の
で
、
洋
上
工

事
の
特
殊
船
舶
も
技
術
も
必
要
と
せ
ず
、
量
が

ま
と
ま
れ
ば
規
格
・
量
産
化
に
よ
り
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
で
き
る
。
沖
合
の
海
上
で
は
、
陸
上
の
よ

う
に
障
害
物
が
な
く
強
い
風
が
安
定
的
に
吹
く

の
で
、
発
電
量
も
多
く
な
り
、
陸
か
ら
の
距
離

が
遠
い
の
で
、
景
観
等
の
問
題
も
発
生
し
な
く

な
る
。

海
洋
国
家
た

る
日
本
に
お
い
て

も
、
こ
の
際
、
浮

体
風
力
発
電
を
本

格
的
に
導
入
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
独
立

に
向
け
て
舵
を
切

る
の
も
良
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

浮
体
式
風
力
発
電
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